
 一年で一番賑やかな時期がやってきました！進級した保護者の皆様方

は、新入園児の保護者のみなさんに、「大丈夫ですよ！うちもはじめはそうでした！！」と声を掛けたくなるのではないで

しょうか？ 新入園児のお友だちにとっては、大好きなお父さんやお母さんと離れ、一気に世界が広がることに対し不安な気持

ちになってしまうのは当然ですよね。我々大人であっても経験したことのない事に対しては不安が募ります。しっかりと子ど

も達の気持ちを受け止めてあげたいと思います。大丈夫ですよ！！ 奏の杜園では、子ども達と同じように先生達も保育園の

一職員として上のクラスに進級するような気持ちで新年度を迎えます。また実際に保育園としても年数を重ねる毎に進化して

いかなければならないと考えています。新年度も進化を続ける保育園でありたいと思います。今年度も宜しくお願いします。 

奏の杜園だより  

 
Kid's☆garden春  ひのき組男の子 

ご入園・ご進級おめでとうございます！！ 

【 編集後記 】 「出会いと別れ」春の代名詞ですね。令和２年度の卒園式も縮小ではありましたが厳かに

そして清々と行われました。残念ながら入院中のお友達もコロナ禍で得たスキルのZOOMで、入院先からリ

アルタイムで参加することが出来ました。この時期毎年感じる不思議な感覚があります。短期間に子ども

達が心の内面から変わって小学生になって行く瞬間を目の当たりにします。練習から始まり、本番当日を

迎える卒園式にはそんな効果があります。保育園の入園と卒園で人生初めての「出会いと別れ」をこの保

育園で経験し、子ども達は着実に成長していきます。みんな立派に小学校へと旅立ちました。 園長  拝 

奏の杜園アカウント         kids_garden_kanade 

『我が家の子育て2021－①』三波家編 新ふじ組  

  我が家には4月からふじ組の娘が一人います。 

 まだまだ甘えん坊で食事の時もお出かけのときも抱っこをせがむ 

 ことが多いです。 

  先日の担任の先生との面談でのこと、娘が甘えすぎなのかな思 

 い相談すると、｢園でとってもがんばってるんですよ～！甘えさ 

 せてあげていいんですよ～！｣と言って頂き、はっとしました。 

 私たち親が見ていないところで、我慢も寂しい時間も経験してる 

 娘にとっては、甘えるときは親といる一日の少しの時間なのだ  

 と…。この時間をもっと大事にしようと反省しました。 

 また、最近は色々なことをできるようになる分、ふざけることも 
 
 あり、親がすぐ｢だめだよ｣と怒ってしまう場面も多くなっている 
 
 ことが気がかりです。もちろんその時々ですが、“すぐに”叱る 
 
 のではなく、少しは見守ってみたり、一緒に何がだめだったかお 
 
 話しする時間も持てたらいいなと思ってます。 

新シリーズ［主任・学年主任コラム］ 

第１弾 大食い番長！國光由愛主任  
 

  ～ 園内研修について ～  

 今年度、キッズガーデン奏の杜園の園内研修のテーマは  

 「ことば掛け」についてです。 

      ❀ 子どもたちの自己肯定感を満たすことば ❀ 

      ❀ 子どもたちを導くことば ❀ 

  職員一同、一つひとつの“ことば”を子どもたちへプレゼント 

 していく気持ちで今まで以上に大切にしていきます。 

  伝える言葉を吟味し、環境設定を整えていくことで様々な工夫 

 が生まれてくると思います。それらを記録し、職員同士で共有し 

 ていくことで、より多くの子どもたちに専門的で効果的な、それ 

  

  

 でいて温かいことばのプレゼントを日々 

 行っていきたいと思います。 

 どうしても家では急かしてしまう、どう 

促せば良いか悩んでいる、というお母さん 

やお父さんたちにも寄り添い、より一層具 

体的なアドバイスができるように日々勉強！ 

の気持ちで、職員一同子どもたちと共に成 

長していきたいと思います。 


